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This paper looks at musical activities by German prisoners held in Japan during World War 
I. While living in the prisoner-of-war camps, they could take part in sports and cultural activities 
such as gymnastics, theatrical performances and music, and could also work both inside and 
outside the camps. For they were not only prisoners of war, but also "guests" with advanced 
technology and excellent culture for Japan at that time.
Camp Nagoya was unique in that it was built in an urban area. Because of the conditions 
of their location, prisoners and residents frequently had contact with one another, which led to 
technological transfer in the manufacturing industry. As for musical exchange, local Japanese 
bands performed for the prisoners', who also held public concerts in return.
In this article, we focus on the characteristics of the musical performances of German 
prisoners in Nagoya, in particular on the process and program of the concerts from December 
1918 to June 1919, in order to evaluate their presence in the context of Western music 
reception in local modern cities in Japan.
名古屋におけるドイツ兵俘虜の音楽活動
―1918（大正 7）年 12 月〜 1919（大正 8）年 6 月の演奏会を中心に―
Musical Activities of German Prisoners of War in Nagoya:




　第一次世界大戦で日本軍の俘虜 1 となった中国・青島のドイツ軍は、1914（大正 3）年 10 月か






























　1898 年の独清条約により、ドイツは山東半島南西部に位置する膠州湾を 99 か年租借すると、西
洋風の都市青島を建設し、中国侵略への足掛かりとした。青島は戸数約 400 の漁村に過ぎなかったが、
ドイツはそこへ巨額の資金を投じ、港湾の整備、道路網や鉄道網の拡充を行い、都市建設とインフ
ラの整備を急いだ。その結果、20 世紀初頭には青島の人口は中国人 6 万人、欧米人 2000 人に達し
たと言われる（宮崎 2010：159）。




日本は日英同盟を理由にイギリス・フランス・ロシアの協商国側につき、同年 8 月 23 日、ドイツに
対して宣戦布告を行う。青島に展開するドイツ軍約 4900 名に対し、日本は 5 万を超す大軍を編成

















　名古屋俘虜収容所の概略は表 1 の通りである。1914（大正 3）年 11 月に大谷派本願寺東別院に
収容所が置かれ、そこに 309 名のドイツ兵俘虜が収容された 2。その後、1915（大正 4）年 9 月に
市北東部に新収容所が建設され、福岡と久留米からの転収者が加わった。俘虜たちは最大で 509 名







11 月 14 日 本願寺東別院（名古屋市中区）に俘虜収容所を開設所長：林田一郎陸軍中佐
11 月 17 日 広島県宇品港に名古屋、東京、姫路に収容される俘虜 943 名が到着
11 月 21 日 鉄道移送にて 309 名の俘虜が到着、東別院収容所に移動
1915（大正 4）年
9 月 2 日 新収容所（名古屋市東区）に移転
9 月 21 日 福岡収容所から 123 名転収
1916（大正 5）年 10 月 21 日 福岡収容所から 71 名転収
1917（大正 6）年
8 月 6 日 所長：中島鉄之助陸軍大佐
9 月 29 日 久留米収容所から 4 名転収
1918（大正 7）年 11 月 11 日 休戦協定締結（第一次世界大戦の終結）
1919（大正 8）年 12 月 25 日 俘虜の本国送還が始まる
1920（大正 9）年
1 月 28 日 俘虜の本国送還完了
4 月 1 日 名古屋俘虜収容所閉鎖















































設当初から存在し、1915（大正 4）年には 40 人規模の団体になった。一方で、管弦楽団が作られ
たのは、新収容所への移転を済ませ、福岡・久留米からの転収者を迎えた後のことである。1918（大
正 7）年 7 月には、「手作りのピアノとオルガンを含む、22 名の俘虜からなる弦楽オーケストラ」9
が存在していたというが、『俘虜写真帖』に収められている楽団の写真には、ヴァイオリン、チェロ、
コントラバスといった弦楽器の他に、フルートやクラリネットのような管楽器をもつ俘虜の姿が見
られる。またピアノに関しては、楽長を務めたマックス・シューマン Max Schumann10 は、「オーケ
ストラの演奏で使われていたピアノを 9 か月間、使用することができた」と証言しており、実際にアッ
プライトピアノを携えた楽団の写真が残されている（図 2）11。
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　楽団員の中では、楽長シューマン（図 2 のコントラバスの左隣に立つ、指揮棒を持った人物）の
ほかに、合唱団と管弦楽団の指揮を行ったゲオルク・シェッフェル Georg Scheffel とヴィルヘルム・
プレッチュ Wilhelm Pretzsch が中心的な人物として挙げられる。彼らのうち、シューマンとシェッ
フェルはドイツで音楽教育を受けた民間人で、プレッチュのみが軍楽隊員だった。しかし、いわゆ
る「正規の」軍楽隊である「第三海兵大隊軍楽隊 Kapelle des III. Seebataillons」は俘虜にならなかっ
たため、日本で音楽活動を行ったのは軍人たちによって組織される「膠州海軍砲兵軍楽隊 Matrosen-















図 2．俘虜のオーケストラ（Tsingtau Projekt より）
表 2. 楽器・楽譜関連の寄贈品目と数
品目 直接寄贈 俘虜情報局経由 合計
ヴァイオリン（個） 2 0 2
ハーモニカ（個） 10 0 10
マンドリン（個） 2 0 2
ギター（個） 1 0 1
バス弓（本） 1 1 2
楽器用糸（本） 372 321 693
楽器用松脂（個） 6 10 16
糸駒（個） 5 5 10
調音器（個） 2 0 2
楽器付属品（個） 19 14 33




1 台、マンドリン 2 台のうち 1 台は、鈴木政吉からの寄贈である。また、寄贈品の中に多数の「糸」
や「付属品」、駒といった品目が見られることから、俘虜が自ら楽器を製作していた可能性が高い。
実際、楽器製作技術をもつ人物として、ヴァルタ ・ーギルシュ Walther Gillsch13、マックス・クリュー









（４）大正 7 ～ 8 年の演奏活動
　これまでの名古屋における西洋音楽の普及や、俘虜楽団の成立状況をふまえ、本項では 1918（大
正 7）～ 1919（大正 8）年の俘虜による演奏活動に関して、公開演奏会開催への道のりという観点
から順を追って述べていく。
①大正 7 年 11 月――休戦協定締結
　俘虜による演奏活動の記録は、1918（大正 7）年 12 月から 1919（大正 8）年 6 月に集中してい





②大正 7 年 12 月――陸軍将校向けの演奏会
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②大正 8 年 4 月――中京音楽会の会員向け演奏会
　1919（大正 8）年 4 月 3 日の演奏会に関しては、その実施の経緯を詳細に追うことができる 18。まず、
同年 2 月に中京音楽会代表の安田俊高が、第三師団の中村愛三（留守師団長）に「獨逸俘虜の音楽





































③大正 8 年 5 ～ 6 月――市民向けの公開演奏
　中京音楽会による会員向けコンサートを経て、二度の一般市民向け音楽活動が行われた。1919（大
正 8）年 5 月 27 日の「音楽運動会」における演奏と、6 月 22 ～ 30 日の「俘虜製作品展覧会」21
























出典：『音楽界』大正 8 年 5 月（211）号、52 頁。曲のタイトル、作曲者名は現在広く使われている表記に修正した。
[1] 俘虜楽団の指揮者を務めたシェッフェルの作品。合唱団と管弦楽団により演奏された。
[2] 〈星空の下の夕べの歌 Abendlied unterm gestimten Himmel〉WoO150 か。

























ブランケンブルクの〈剣闘士の別れ Abschied der Gladiatoren〉のように、板東収容所で演奏された
記録のある曲目もあり、おそらく青島駐留のドイツ軍楽隊が共通して演奏することのできたレパー
トリーだと思われる。また、ヨーゼフ・フランツ・ヴァーグナーの〈双頭の鷲の旗の下に Unter 
dem Doppeladler〉はドイツ帝国のシンボルを、フリーデマンの〈フリードリヒ皇帝行進曲 Kaiser 
Friedrich Marsch〉前皇帝の名を冠した曲である。とりわけ後者は 1888 年に亡くなったフリードリ



























1   今日では「俘虜」よりも「捕虜」が広く用いられるが、本稿では当時使用されていた「俘虜」で表記を統一する。
2  名古屋には日露戦争中にロシア人俘虜を受け入れた経験があった。その際には、東本願寺、西本願寺など市内 7 か所の寺院に
最大で 3800 名余りの俘虜が収容されていた（柴山 2010：37）。収容期間は明治 37 年 11 月から 39 年 1 月と短いが、その間
に名古屋正教会の柴山準行神父がこれらの収容所を頻繁に訪問し、礼拝や死者の埋葬を行うなど、俘虜たちの霊的生活が保た
れていた。
3  『名古屋俘虜収容所業務報告書』（以下、『業務報告書』）では 1918（大正 7）年 8 月の記録で将校 12 名、准士官 25 名、下士官 65 名、
兵卒 417 名を合わせた 519 名がいたとされる。また、彼らのドイツにおける出身地域や年齢に関して、直接の資料は残ってい
ない。ただし、徳島の坂東収容所の俘虜に関しては、同収容所で発行されていたドイツ語新聞『ディ・バラッケ』に見られる
統計から知ることができる。それによると、板東収容所の俘虜 1019 名のうち、58.55％にあたる 600 人がプロイセン出身である。
俘虜の平均年齢は 1919 年 1 月 1 日の時点で 29 歳 9 か月であり、22 歳以下や 45 歳以上の者はごく少数だった。職業につい
ては、板東の俘虜のうち 29.7% は商業に従事していたほか、約半数は農林業、機械や食品製造業、建設業、種々のサービス業
など多様な職業の出身者であった（冨田 1991：97-101）。このような統計から、名古屋の俘虜たちも 30 歳前後を中心とする、
多種多様な職業的背景をもつ集団であったことが推測される。
4  当時の名古屋の人口は、大正時代前期の市制では約 43 万人、大正 10 年 8 月に制定された新たな市域では約 60 万人だった（『総
合名古屋市年表』：152-158）。200 万都市東京や 100 万を超える大阪には及ばないものの、京都や神戸とならぶ大都市の一つ
だった。
5  現在の松坂屋にあたる、いとう呉服店専属の音楽隊。1911（明治 44）年 3 月 18 日に発足し、昭和期には「松坂屋シンフォニー」、
「東京交響楽団」と名称を変えながら全国的な管弦楽団として発展していく。筆者はドイツ兵俘虜といとう呉服店少年音楽隊と
の関わりについて、日本音楽学会第 69 回全国大会（2018 年 11 月 4 日、於：桐朋学園大学調布キャンパス）で発表した。
6  邦人では、ピアニスト：久野久子（大正 5 年 12 月、7 年 12 月）、小倉末子（大正 6 年 2 月）、声楽家：三浦環（大正 11 年 6 月、
7 月）。外来演奏家では、露国声楽団（大正 4 年 5 月）、チェリスト：シコラ（大正 7 年 10 月、9 年 6 月）、ヴァイオリニスト：
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エルマン（大正 10 年 3 月）、ジンバリスト（大正 11 年 5 月）、クライスラー（大正 12 年 5 月）などである。
7  早稲田大学管弦楽団、東京音楽学校管弦楽団、山田耕作指揮の管弦楽団など。名古屋の演奏家・演奏団体による最初の管弦楽
演奏は、1922（大正 11）年 1 月 29 日に県会議事堂で開かれた演奏会だとされる（小沢 2011：25）。
8　　「中京音楽界の状況」『音楽界』1918（大正 7）年 10 月（204）号：37-38。
9　　 “aus 22 Gefangenen bestehendes Streichorchester mit selbstgebautem Klavier und Orgel,“ Rüfer/Rungas 1964:62.
10 ライプツィヒ郡ランペルツヴァルデ出身。1915（大正 4）年 9 月に福岡収容所から名古屋に転収。『名古屋新聞』の記事によ
ると、音楽学校で学んだ経歴をもつ。俘虜の来歴については瀬戸 2001、2003 およびウェブサイト「チンタオ・ドイツ兵俘虜
研究」に掲載される瀬戸による「俘虜名簿」を参照した。







第 1187 号「俘虜労役の件申請」1918（大正 7）年 7 月 19 日付。
15“Die Kosten der Instrumente wurde meist durch freiwillige Spenden im Lager gedeckt,“ “Nur wenige Instrumente waren Liebes-
gaben,“ Musik, Gesang, Malerei,  Tsingtau Projekt.
16 中島所長と第三師団あるいは陸軍省とのやり取りを示す文書は残されていないが、新聞記事にこの経緯が書かれている。『名古
屋新聞』1918（大正 7）年 12 月 8 日：5。







20『名古屋新聞』1919（大正 8）年 4 月 5 日：4。
21 愛知商品陳列館にて、俘虜が製作した木工品、絵画、食品や労務先で製作した機械等が展示された。
22『名古屋新聞』1919（大正 8）年 5 月 22 日：5。
23 このように、公開演奏の詳細が報じられなかった理由について、校條は俘虜の音楽会を積極的には支持しなかった陸軍省に配
慮し、新聞社あるいは収容所側が意図的に報道を避けたと推測している。






『名古屋俘虜収容所業務報告書』1920（大正 9）年 4 月 1 日発行（名古屋市市政資料館蔵）
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Die Verteidiger von Tsingtau und ihre Gefangenschaft in Japan (1914 bis 1920) : Historisch-biographisches Projekt von 
Hans-Joachim Schmidt (seit 2002) （本文中では “Tsingtau Projekt“ と省略）http://www.tsingtau.info（2018/11/04　最終
閲覧）
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